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３
年
次
生
向
け
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
９
月
、
生
田
・

神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
就
職
活
動
の
心
構

え
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
就
職

部
の
担
当
者
ら
が
説
明
。
筆

記
試
験
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
模
擬
試
験

も
行
わ
れ
、
２
０
１
９
年
３

月
卒
業
予
定
の
学
生
が
就
職

活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
就
職

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
満
載
の
専

大
オ
リ
ジ
ナ
ル
就
職
手
帳
を

全
員
に
配
布
。
就
職
部
が

「
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
い

な
い
と
勝
て
な
い
。
就
活
は

も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
」
と

奮
起
を
促
し
た
。

　
今
年
度
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
10
月
コ
ー
ス
と
11
月
コ

ー
ス
の
二
つ
を
開
催
。
内
容

は
同
じ
だ
が
、
個
々
の
学
生

生
活
に
応
じ
て
、
参
加
時
期

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
初
期
段
階
で
面
接

に
進
む
学
生
を
選
定
す
る
た

め
に
企
業
が
実
施
す
る
「
Ｓ

Ｐ
Ｉ
」
の
模
擬
試
験
を
、
今

回
初
め
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
に

実
施
し
た
。
ま
だ
対
策
を
し

て
い
な
い
学
生
が
ほ
と
ん
ど

で
、
文
学
部
の
女
子
は
「
甘

く
み
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
し

っ
か
り
勉
強
し
た
い
」
と
表

情
を
引
き
締
め
て
い
た
。

就
職
課
か
ら

〈
４
年
次
生
へ
〉

　
企
業
の
採
用
意
欲
は
依
然

と
し
て
高
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
10
月
27
日
（
金
）

に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
内
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
就
職
活
動
を
ま

だ
頑
張
っ
て
い
る
就
活
生
は

た
く
さ
ん
お
り
、
直
近
に
開

催
し
た
説
明
会
に
は
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
採
用
担

当
者
と
近
い
距
離
で
、
少
人

数
で
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
と
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
３
年
次
生
へ
〉

　
就
活
支
援
講
座
に
は
出
席

し
て
い
ま
す
か
。
就
職
課
が

こ
れ
ま
で
蓄
え
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
基
に
、
必
要
な
講
座

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ

Ｉ
対
策
、
自
己
分
析
、
企
業

研
究
な
ど
や
る
こ
と
が
多
く

大
変
で
す
が
、
一
つ
ず
つ
こ

な
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
番

で
あ
る
３
月
１
日
に
向
け
て

着
実
に
力
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
12
月
と

２
月
に
実
施
す
る
就
職
合
宿

研
修
会
で
は
、
そ
れ
ま
で
に

行
っ
て
き
た
就
活
準
備
の
総

仕
上
げ
を
し
ま
す
。
ま
ず
は

10
月
18
日
（
水
）
〜
20
日

（
金
）
に
行
う
募
集
説
明
会

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
就
職
活
動
は
先
手
必
勝
で

あ
り
、
情
報
量
が
勝
負
で

す
。
今
か
ら
動
き
出
し
ま
し

ょ
う
。

　
２
０
１
７
年
度
課
程
博
士

学
位
記
授
与
式
が
９
月
22

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
文
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
歴
史
学
専
攻
の
奥
田

真
結
子
さ
ん
に
佐
々
木
重
人

井
上
日
出
男
さ
ん

　
中
学
生
の
時
の
模
擬
裁
判

の
授
業
で
法
律
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
大
学
で
法
律
学

を
学
ん
で
さ
ら
に
面
白
く
な

り
、
法
律
に
携
わ
る
仕
事
を

し
た
い
と
、
先
輩
が
通
っ
て

い
た
専
大
法
科
大
学
院
に
進

み
ま
し
た
。
先
生
方
は
面
倒

見
が
よ
く
、
親
身
に
な
っ
て

話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
来
い
」
と
い
う

言
葉
に
甘
え
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
研
究
室
の
扉

を
た
た
き
ま
し
た
。
４
回
目

の
挑
戦
で
悩
み
は
あ
り
ま
し

た
が
、
先
生
と
の
面
談
で
背

中
を
押
さ
れ
た
こ
と
で
吹
っ

切
れ
ま
し
た
。
課
題
は
多
か

っ
た
け
れ
ど
、
限
ら
れ
た
時

間
に
物
事
に
対
応
す
る
す
べ

を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
過
去
問
の

解
説
を
作
っ
て
い
ま
す
。
問

題
を
読
み
解
く
力
が
つ
き
、

短
答
式
試
験
の
順
位
が
ぐ
ん

と
上
が
り
ま
し
た
。

　
著
作
権
法
に
興
味
が
あ
り

ま
す
が
、
分
野
を
問
わ
ず
、

依
頼
者
に
親
身
に
な
っ
て
寄

り
添
え
る
弁
護
士
を
目
指
し

ま
す
。
未
知
の
問
題
で
も
、

法
科
大
学
院
で
学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
て
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

江
戸
時
代
　
恋
愛
事
情

｜
若わ

か

衆し
ゅ

の
恋
、
町
娘
の
恋

 

板
坂
則
子
著

　
江
戸
時
代
に
入
っ
て
太
平

の
世
が
長
く
続
き
、
各
地
で

都
市
文
化
が
発
達
す
る
と
大

衆
小
説
や
歌
舞
伎
な
ど
の
娯

楽
が
庶
民
の
間
に
浸
透
し

た
。

　
本
書
は
、
江
戸
時
代
に
人

気
を
博
し
た
小
説
や
浮
世
絵

な
ど
を
カ
ラ
ー
画
で
示
し
な

が
ら
、
文
化
が
男
性
中
心
か

ら
女
性
中
心
に
変
わ
っ
て
い

く
中
で
、
色
男
の
条
件
や
憧

れ
の
女
性
像
が
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
、
流
行
を
生
み
出
し

て
い
っ
た
か
を
読
み
解
く
。

　
数
奇
な
運
命
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ

る
男
女
の
話
、
男
た
ち
の
精

神
性
を
重
視
す
る
恋
愛
、
女

性
が
決
め
る
良
い
男
の
条

件
、
一
人
の
男
を
取
り
合
う

少
女
た
ち
の
恋
物
語
…
…
。

現
代
の
ド
ラ
マ
、
映
画
や
漫

画
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
通
じ
る

も
の
ば
か
り
だ
。
著
者
は

「
物
語
や
小
説
に
恋
す
る
心

の
と
き
め
き
を
探
り
出
し
、

江
戸
の
人
々
と
交
わ
り
、
そ

こ
か
ら
現
代
を
考
え
て
み
た

い
」と
話
す
。（
朝
日
新
聞
出

版
・
本
体
１
７
０
０
円
＋
税
）

　
著
者
（
い
た
さ
か
・
の
り

こ
）

文
学
部
教
授
。
江
戸

期
の
文
学
文
化
。

産
業
復
興
の
経
営
学
｜
大
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
｜

 

　
石
原
慎
士
、
佐
々
木
茂
、

　
石
川
和
男
、
李
東
勲
編
著

　
地
場
産
業
の
被
災
は
、
２

０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

以
前
に
も
１
９
９
５
年
の
阪

神
淡
路
大
震
災
や
２
０
０
４

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど

で
生
じ
て
お
り
、
そ
の
都

度
、
将
来
起
こ
り
う
る
震
災

に
備
え
る
べ
く
産
業
持
続
策

の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
は
、
過
去
の
震
災

の
経
験
を
踏
ま
え
た
対
応
が

十
分
に
講
じ
ら
れ
て
い
た
と

は
言
い
難
い
。

　
本
書
で
は
、
過
去
の
大
震

災
に
お
け
る
被
災
状
況
や
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
提
示
し
な
が
ら
、
今
後
の

震
災
に
備
え
る
た
め
の
産
業

持
続
策
や
復
興
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
学
の
関
係
者
で

は
、
編
著
者
に
加
え
て
人
間

科
学
部
の
大
矢
根
淳
専
修
大

学
教
授
、
加
藤
茂
夫
同
名
誉

教
授
、
舛
井
道
晴
石
巻
専
修

大
学
准
教
授
が
執
筆
を
担
当

し
た
。（
同
友
館
・
本
体
２

８
０
０
円
＋
税
）

　
編
著
者
（
い
し
は
ら
・
し

ん
じ
）

石
巻
専
修
大
学

経
営
学
部
教
授
。
地
域
産

業
論
。（
い
し
か
わ
・
か
ず

お
）

専
修
大
学
商
学
部
教

授
。
商
学
。（
イ
・
ド
ン
フ

ン
）

石
巻
専
修
大
学
経
営

学
部
准
教
授
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
。

11
年
連
続
で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
に
入

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
令
指
定
都
市
と

し
て
、
横
浜
、
大
阪
、
名
古

屋
に
次
い
で
第
４
位
、
１
９

０
万
人
を
超
え
る
人
口
を
有

す
る
大
都
市
で
あ
り
な
が

ら
、
通
勤
時
間
が
短
く
、
住

宅
費
が
安
く
、
地
震
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
も

低
い
と
い
う
生
活
し
や
す
い

環
境
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
産
業
で
は
、
高
い
技
術
力

を
持
つ
企
業
・
人
材
を
多
く

抱
え
、
基
幹
産
業
と
な
っ
て

い
る
Ｉ
Ｔ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
を
は
じ
め
、
研
究
適

地
を
活
か
し
た
健
康
・
医
療

・
バ
イ
オ
産
業
、
国
内
最
大

の
食
の
集
積
地
と
し
て
食
産

業
、
北
海
道
の
広
大
な
土
地

を
利
用
し
た
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
、
そ
し
て
魅
力
的

な
都
市
と
し
て
評
価
さ
れ
た

こ
と
か
ら
発
展
し
た
観
光
産

業
と
、
良
質
な
資
源
を
活
か

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
あ

り
、
今
後
も
大
き
く
広
が
る

新
産
業
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

企
業
は
北
海
道
を
リ
ー
ド

し
、
全
国
や
海
外
へ
の
事
業

展
開
も
し
て
い
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
大
学
で
た
く
さ
ん
の

高
度
な
知
識
を
習
得
し
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
通
じ

て
、
現
代
社
会
を
生
き
抜
く

知
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
札
幌
市
は

「
世
界
都
市
と
し
て
の
魅
力

と
活
力
を
創
造
し
続
け
る

街 

さ
っ
ぽ
ろ
」
を
目
指
し

て
お
り
、
こ
の
達
成
の
た
め

に
皆
さ
ん
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
力
」
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
「
さ
っ

ぽ
ろ
」
を
創
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

　
札
幌
市
で
は
、
首
都
圏
在

住
の
大
学
生
や
社
会
人
を
対

象
と
し
て
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
支

援
す
る
「
札
幌
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
セ
ン
タ
ー
」
を
東
京
駅

近
く
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

社
会
経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
４
人
が

常
駐
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ

ー
の
利
用
は
、
皆
さ
ん
の
実

り
あ
る
就
職
活
動
の
一
助
と

な
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
北
海
道
、
札
幌
市
出
身
の

学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

少
し
で
も
札
幌
市
に
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
連
絡
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
札
幌
市
は
、
梅
雨
が
な
く

晴
天
が
続
き
一
気
に
花
が
咲

き
誇
る
初
夏
、
さ
わ
や
か
で

過
ご
し
や
す
い
夏
、
自
然
の

恵
み
が
あ
ふ
れ
る
秋
、
そ
し

て
澄
ん
だ
空
気
と
純
白
の
雪

が
街
を
包
み
込
む
冬
…
…
。

四
季
の
移
ろ
い
が
は
っ
き
り

し
て
お
り
、
都
会
で
あ
り
な

が
ら
季
節
ご
と
の
美
し
い
風

景
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
食
べ
物
が
お

い
し
い
こ
と
か
ら
、
日
経
Ｂ

Ｐ
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た

調
査
で
は
「
住
み
た
い
街
」

の
１
位
に
選
ば
れ
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
に
お
い
て
も
、

世
界
都
市「
さ
っ
ぽ
ろ
」で
活
躍
し
よ
う
！

【札幌UI就職ナビ】http://www.sapporo-ui.com/

　
２
０
１
７
年
の
司
法
試
験

結
果
が
９
月
12
日
、
法
務
省

か
ら
発
表
さ
れ
、
専
修
大
学

法
科
大
学
院
修
了
者
の
佐
藤

篤
宗
さ
ん
（
平
26
）、
中
西

順
治
さ
ん
（
平
26
）、
井
上

日
出
男
さ
ん
（
平
26
）
、
山

本
隆
彦
さ
ん
（
平
28
）
の
４

人
が
合
格
し
た
。

　
図
書
館
は
秋
の
企
画
展

「
北
斎
と
馬
琴
」
を
神
田
、

生
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

す
る
。
展
示
作
品
は
、
江
戸

後
期
を
代
表
す
る
戯
作
者
・

曲
亭
馬
琴
と
浮
世
絵
師
・
葛

飾
北
斎
の
タ
ッ
グ
に
よ
る

『
椿
説
弓
張
月
』『
新
編
水
滸

画
伝
』
な
ど
読
本（
よ
み
ほ

ん
）
16
点
と
、
水
滸
伝
、
八

犬
伝
な
ど
馬
琴
ゆ
か
り
の
作

品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
浮
世

絵
16
点
。
読
本
は
本
学
の
戯

作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
向
井
信

夫
文
庫
」
か
ら
出
展
す
る
。

【
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】

▽
日
時

11
月
１
日
（
水
）

〜
７
日
（
火
）
11
〜
16
時

（
土
日
祝
は
10
〜
15
時
）
▽

会
場

９
号
館
３
階
図
書
館

本
館
研
修
室

【
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】

▽
日
時

11
月
25
日（
土
）12

時
〜
16
時
30
分
／
26
日（
日
）

11
〜
15
時
▽
会
場

５
号
館

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ウ
ン
ジ
Ｂ

※
入
場
無
料

旴
専
修
大
学
図
書
館
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
７
４

読
み
解
く
力
つ
い
た

奥田さん（左）と指導の近江教授

３
年
次
生
の
就
活
始
動

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

自己理解・自己分析

履歴書・ＥＳ対策

面接対策

ＯＢ・ＯＧ相談

業界研究
職種研究

就職合宿

企業研究
学内企業
説 明 会

10月
コース

11月
コース

学内企業
説 明 会

自己理解・自己分析
履歴書・ＥＳ対策

面接対策
ＯＢ・ＯＧ相談

業界研究 職種研究 就職合宿
企業研究

10月 11月 12月 1月 2月 3月

３月１日
エントリー
開始

ＳＰＩ対策

ＳＰＩ対策

佐藤　篤宗さん

井上日出男さん

山本　隆彦さん

図
書
館
企
画
展「
北
斎
と
馬
琴
」

学
長
か
ら
博
士
（
歴
史
学
）

の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
論
文
題
目
は
「
新
た
な
ピ

ー
テ
ル

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
像

の
構
築
に
向
け
て
｜
『
社
会

的
周
縁
』
を
見
る
眼
と
『
民

衆
文
化
』
の
擁
護
者
と
し
て

｜
」（
指
導
教
授
・
近
江
吉

明
文
学
部
教
授
）。
16
世
紀

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
画
を
分
析

し
、
民
衆
文
化
と
の
関
係
性

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
博
士
後
期
課
程
６
年
目
、

学
部
か
ら
数
え
る
と
10
年
間

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
研
究
を
続

け
て
き
た
奥
田
さ
ん
。
授
与

式
で
佐
々
木
学
長
は
「
長
い

時
間
を
か
け
て
論
文
を
完
成

さ
せ
た
こ
と
に
自
信
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
も
学
究
活
動

を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
激
励

奥田さんに学位記授与

司
法
試
験
４
人
合
格

　
２
０
０
４
年
度
の
法
科
大

学
院
設
置
以
来
、
合
格
者
数

は
累
計
１
５
５
人
に
達
し

た
。

　
全
国
の
法
科
大
学
院
は
ピ

ー
ク
時
に
は
74
校
あ
っ
た

が
、
来
年
度
募
集
す
る
の
は

本
学
な
ど
39
校
の
予
定
。

　
文
部
科
学
省
が
10
月
２
日

に
発
表
し
た
、
２
０
１
８
年

度
補
助
金
交
付
の
基
準
と
な

る
評
価
結
果
に
よ
る
と
、
本

学
は
５
段
階
評
価
の
う
ち
２

番
目
の
高
評
価
を
受
け
た
。

司
法
試
験
合
格
率
や
入
学
者

数
な
ど
六
つ
の
指
標
に
照
ら

し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
成
果
を
評
価
し
た
。
対
象

は
国
立
と
私
立
の
計
37
校
で

最
高
ラ
ン
ク
は
12
校
、
２
番

目
の
ラ
ン
ク
は
本
学
を
含
め

私
立
２
校
、
国
立
４
校
だ
っ

た
。

し
た
。

　
学
位
記
授
与
は
、
課
程
博

士
・
修
士
課
程
の
学
位
請
求

論
文
提
出
期
限
及
び
学
位
記

授
与
に
関
す
る
特
例
措
置

（
在
学
生
適
用
）
に
よ
る
。

累
計
155
人
に


